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先日の道徳授業地区公開講座には、たくさんのご来賓、保護者の皆様にご

参観いただきまして、ありがとうございました。子どもたちが明るく、すす
んで学習に取り組んでいる様子をご覧いただけたかと思います。また様々な
場面で、子どもたちの主体的に取り組む姿を見ていただけたらと思います。

＊
１１月を迎え、気候も日に日に秋らしくなり、実りの秋を迎えました。秋

の実りを表す言葉はたくさんあります。「スポーツの秋」「読書の秋」「食
欲の秋」「芸術の秋」「行楽の秋」「豊穣の秋」…。「天高く、馬肥ゆる
秋」という言葉もありますね。体力をつけるにも、学力をつけるにも、教養
を身につけるにもピッタリの季節だということです。
後期を迎え、学年の半分を過ぎ後半へと入りました。つまり、前の学年よ
りも次の学年に近くなったということです。当たり前のことですが、小学校
は１年生から６年生までの６学年で構成されています。幼い顔をした入学し
たての１年生が、６年間の小学校生活を積み重ねて、中学生になろうとする
卒業生となります。
１年間の小学校生活には学校行事があり、縦割り班の活動があり、日々の

学校生活の中でも６学年の子どもたちがお互いを見て、様々なことを学び、
吸収していきます。下学年は上学年のしていることを見て育っていきます。
上の学年は学年が上がるごとに下の学年の面倒を見たり教えたりしてリー
ダーとしての自覚が育っていきます。そんな中でも５、６年生の高学年は下
学年のお手本であり、その行動や姿は中幡小学校の顔でもあります。
その力を付けていくのは毎日の小さな積み重ねであり、子どもたち自身の

「考える力」によるものです。その「考える力」には「見る目」「聴く耳」
「話す口」と「感じる心」が必要です。たくさんのものを見てたくさんの話
や音を聴き、自分の考えや気持ちを相手に伝え、相手の気持ちを感じ取った
り美しいものを美しいと感じたりする心が大切なのです。そんな「考える
力」を子どもたちが身に付けていかれるように、学校一丸となって努力して
参ります。
さあこの秋は、スポーツにしても読書にしても、芸術にしても勉強にして

も…。学年の後半に向けて、力を十分に蓄えられるように、小さなことを積
み重ねながら毎日を過ごしていきましょう。
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